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プ
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ト
研
究
・
研
究
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
報
告

一
．
構
成

阪
井
芳
貴
（
人
間
文
化
研
究
所
長
）

を
研
究
代
表
者
と
し
、
同
研
究
所
所
員

（
安
藤
究
、
谷
口
幸
代
）、
な
ら
び
に
吉

田
一
彦
（
人
間
文
化
研
究
科
教
授
）、

水
野
み
か
子
（
芸
術
工
学
研
究
科
）
の

五
名
。

二
．
活
動
内
容

名
古
屋
市
博
物
館
と
の
連
携
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
一
．
ナ
イ
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
．
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
ご
ざ
る
、
三
．
公
開
講
演
会
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催
。
な
お
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
九
州
国
立
博
物
館
と
の
共

催
で
も
あ
っ
た
。

二
〇
一
一
年
度
名
古
屋
市
立
大
学
特

別
奨
励
研
究
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
採

用
。

㈠
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

日
時
：
二
〇
一
一
年
八
月
六
日
（
土
）、

七
日
（
日
）
午
後
五
時
半
～
九

時
半

会
場
：
名
古
屋
市
博
物
館

名
古
屋
市
博
物
館
、
瑞
穂
通
商
店
街

振
興
組
合
、
博
物
館
地
域
連
合
子
ど
も

会
、
株
式
会
社
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
エ

イ
ト
、
名
古
屋
市
瑞
穂
図
書
館
が
共
催

す
る
「
は
く
ぶ
つ
か
ん
な
つ
ま
つ
り
」

の
企
画
「
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
に

参
画
。
研
究
代
表
者
が
指
導
す
る
人
文

社
会
学
部
専
門
科
目「
社
会
調
査
実
習
」

を
履
修
す
る
学
生
九
名
を
中
心
に
、
延

べ
約
一
〇
〇
名
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
市
博
物
館
の
学
芸
員
の
助
言
を
受

け
な
が
ら
企
画
、
準
備
段
階
か
ら
当
日

の
運
営
ま
で
関
わ
っ
た
。

昨
年
好
評
だ
っ
た
千
本
の
ロ
ウ
ソ
ク

の
光
で
地
上
に
天
の
川
を
演
出
す
る
企

画
の
他
、「
夜
の
博
物
館
体
験
」
で
は

照
明
を
落
と
し
た
常
設
展
へ
の
来
館
者

の
案
内
、
常
設
展
示
室
の
竪
穴
住
居
の

復
元
模
型
で
貫
頭
衣
姿
の
弥
生
人
に
扮

し
た
寸
劇
、「
源
氏
物
語
図
屏
風
」
に

見
る
恋
愛
事
情
の
解
説
な
ど
を
お
こ

な
っ
た
。
二
日
間
を
通
じ
延
べ
千
三
百

人
が
来
館
し
た
。

こ
の
活
動
は
『
中
日
新
聞
』

二
〇
一
一
年
九
月
一
三
日
東
な
ご
や
版

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

㈡
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ご
ざ
る

日
時
：
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
〇
日

（
日
）
午
前
一
〇
時
～
午
後
三

時
半

会
場
：
名
古
屋
市
博
物
館

名
古
屋
市
博
物
館
、
九
州
国
立
博
物

館
と
の
共
催
。
両
博
物
館
と
の
連
携
プ

ロ
グ
ラ
ム
。「
は
く
ぶ
つ
か
ん
な
つ
ま

つ
り
」
後
に
発
足
し
た
名
古
屋
市
博
物

館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
本

学
学
生
と
九
州
国
立
博
物
館
の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
共
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
地
域
の

人
々
に
博
物
館
で
文
化
や
歴
史
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
、
博
物
館
と
い
う
空
間
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し

た
。「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ご
ざ
る
」は
、

名
古
屋
市
博
物
館
で
開
催
中
だ
っ
た
特

別
展
「
狂
言
で
ご
ざ
る
」
に
ち
な
ん
だ

名
称
。

参
加
者
は
全
体
で
約
二
四
五
名
（
絞

り
染
め
約
四
五
名
、
は
に
わ
に
色
づ

け
約
七
〇
名
、
ぷ
ら
ば
ん
づ
く
り
約

一
三
〇
名
）
で
、
年
齢
層
は
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
か
っ
た
。

こ
の
活
動
に
お
い
て
は
、
準
備
段
階

か
ら
名
古
屋
市
博
物
館
と
九
州
国
立
博

物
館
と
綿
密
な
連
携
を
は
か
っ
た
。〈
市

民
と
共
生
す
る
博
物
館
〉
を
テ
ー
マ
と

す
る
九
州
国
立
博
物
館
で
の
打
合
わ

せ
で
は
（
二
〇
一
一
年
八
月
二
七
日
、

二
八
日
）、
同
館
を
実
際
に
学
生
が
見

学
し
、
職
員
か
ら
運
営
方
法
な
ど
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
受
け
、
そ
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
た
（
詳
細
は
後
述
）。

①
絞
り
染
め
―
名
古
屋
の
伝
統
工
芸
有

松
絞
り
の
技
法
を
学
生
が
学
び
、
参

加
者
に
伝
授
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ン

カ
チ
を
製
作
し
た
。

②
は
に
わ
に
色
づ
け
―
紙
粘
土
で
製
作

し
た
埴
輪
の
模
型
に
絵
の
具
で
彩
色

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
古
墳
に
飾
る
。

四
種
類
の
模
型
（
馬
、
水
鳥
、
し
ゃ

ち
ほ
こ
、踊
る
人
）を
用
意
し
た（
本

誌
表
紙
参
照
）。

③
ぷ
ら
ば
ん
づ
く
り
―
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
板
に
描
か
れ
た
絵
に
彩
色

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

製
作
。
絵
の
モ
チ
ー
フ
は
約
十
種
類

用
意
。
狂
言
面
「
武
悪
」
は
名
古
屋

市
博
物
館
の
展
覧
会
「
狂
言
で
ご
ざ

る
」
か
ら
、「
は
ら
の
む
し
」
シ
リ
ー

ズ
は
九
州
国
立
博
物
館
の
収
蔵
品
か

ら
、
と
い
う
よ
う
に
両
博
物
館
に
ち

な
ん
だ
モ
チ
ー
フ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

　
「
市
博
物
館
と
地
域
と
市
立
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
街
づ
く
り
」

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科　

阪（
さ
か
い
・
よ
し
き
）

井
芳
貴
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㈢
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
：
二
〇
一
一
年
一
一
月
二
六
日

（
土
）
午
後
一
時
半
～
五
時

会
場
：
名
古
屋
市
博
物
館
講
堂

名
古
屋
市
博
物
館
と
の
共
催
。

藤
原
徹
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授
の

講
演
会
「
文
化
財
を
守
る
―
東
日
本
大

災
の
教
訓
か
ら
―
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
文
化
財
を
守
る
―
東
海
大
震
災
に
備

え
る
に
は
―
」（
パ
ネ
リ
ス
ト　

藤
原

教
授
、
瀬
川
貴
文
名
古
屋
市
博
物
館
学

芸
員
、
山
田
明
本
学
人
間
文
化
研
究
科

教
授
）
を
開
催
。

三
．
研
究
成
果

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
名
古
屋

市
立
大
学
と
名
古
屋
市
博
物
館
と
の
連

携
事
業
に
お
け
る
学
生
を
主
体
と
し
た

活
動
を
研
究
と
し
て
位
置
付
け
、
今
後

の
名
古
屋
市
立
大
学
の
地
域
連
携
に
寄

与
す
べ
く
立
ち
上
げ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
特
別
研
究
奨
励
費
お
よ
び
後
援
会

か
ら
の
助
成
も
受
け
ら
れ
た
の
で
、
先

述
の
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
結
果
、
博
物
館
来
場
者
に
市

立
大
学
と
市
博
物
館
と
の
連
携
を
認
知

さ
せ
、
特
に
「
は
く
ぶ
つ
か
ん
な
つ
ま

つ
り
」
の
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
夏

の
風
物
詩
と
し
て
定
着
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
一
方
で
、
博
物
館
を
大
学
生

に
身
近
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
せ
る
た

め
の
方
法
の
追
究
に
お
い
て
は
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生

は
着
実
に
増
や
せ
た
が
、
来
場
者
と
し

て
の
増
加
に
は
な
お
い
っ
そ
う
の
学
生

の
行
動
に
関
す
る
調
査
・
研
究
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

〈
付
記
〉

八
月
二
七
日
と
二
八
日
に
お
こ
な
っ

た
九
州
国
立
博
物
館
見
学
・
打
ち
合
わ

せ
と
福
岡
市
内
博
物
館
・
美
術
館
視
察

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

八
月
二
七
日
午
後
一
時
半
に
、「
社

会
調
査
実
習
」
メ
ン
バ
ー
八
名
と
研

究
協
力
者
一
名
お
よ
び
阪
井
が
、
九

州
国
立
博
物
館
を
訪
問
。
ま
ず
特
別

展
「
よ
み
が
え
る
国
宝
」
展
と
常
設
展

示
、
な
ら
び
に
館
内
無
料
体
験
コ
ー

ナ
ー
「
あ
じ
っ
ぱ
」
を
二
時
間
か
け
て

見
学
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
際
に
つ

い
て
、
交
流
課
職
員
か
ら
レ
ク
チ
ャ
ー

を
受
け
た
。
そ
の
後
、
館
長
室
に
移
動

し
、三
輪
嘉
六
館
長
に
全
員
で
ご
挨
拶
。

約
一
五
分
の
懇
談
の
後
、
交
流
科
職
員

お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
部
の
メ
ン

バ
ー
と
、
一
一
月
二
〇
日
に
合
同
で
開

催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
こ

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
具
体
的
な
メ

ニ
ュ
ー
を
、
現
物
を
見
な
が
ら
検
討
、

九
博
と
市
大
・
市
博
と
の
役
割
分
担
な

ど
を
確
認
し
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
後
、
三
輪
館
長
の
案

内
で
、
九
博
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
耐

震
・
免
震
構
造
を
見
学
し
た
。
こ
れ

は
、
一
一
月
二
六
日
の
講
演
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
財
を
守
る
」
に
つ
い

て
阪
井
が
館
長
に
助
言
を
求
め
た
の
に

対
し
、
特
別
に
は
か
ら
っ
て
く
だ
さ
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
太
宰
府
天
満
宮
に
参
詣
、

夜
は
交
流
科
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学

生
部
の
メ
ン
バ
ー
と
親
睦
会
を
持
っ

た
。
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ・親
睦
会
で
、

九
博
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
そ
の
運

営
方
法
を
直
接
学
び
、
大
い
に
刺
激
と

な
り
、
今
後
の
市
大
と
市
博
と
の
連
携

に
向
け
参
考
と
な
っ
た
。

翌
日
は
、
二
、三
人
ず
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
九
博
再
訪
あ
る
い
は
福

岡
市
立
博
物
館・福
岡
ア
ジ
ア
美
術
館・

福
岡
市
美
術
館
・
鴻
臚
館
跡
展
示
館
・

福
岡
タ
ワ
ー
・
太
宰
府
遺
跡
な
ど
を
見

学
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
福
岡
・
太
宰

府
の
遺
跡
や
博
物
館
・
美
術
館
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
実
際
を
体
感
で
き

た
の
も
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

 
「
名
古
屋
と
観
光
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
人
文
社
会
科
学
分
野
か
ら
の
学
際
的
研
究
」
報
告

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科　

山（
や
ま
だ
・
あ
き
ら
）

田

明

二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
策
定
さ
れ
た

名
古
屋
市
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
基

本
理
念
と
し
て
「
飛
躍
す
る
名
古
屋
の

観
光
～
世
界
的
な
交
流
拠
点
都
市
を
め

ざ
し
て
」
を
提
起
し
て
い
る
。
基
本
理

念
の
実
現
に
向
け
、
一
、
名
古
屋
ら
し

い
魅
力
の
創
出
、
二
、
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
、
三
、
お
も
て
な
し
の

充
実
、
四
、
広
域
観
光
の
推
進
、
と
い

う
四
つ
の
視
点
を
あ
げ
る
。
一
の
視
点

で
は
「
歴
史
都
市
・
名
古
屋
の
面
白
さ

を
味
わ
う
『
歴
史
観
光
』
と
現
代
の
名

古
屋
の
面
白
さ
を
体
感
す
る
『
都
市
観

光
』
の
二
つ
の
観
光
を
柱
に
、
名
古
屋

ら
し
い
本
物
の
魅
力
に
出
会
う
観
光
を

創
出
し
、
集
客
力
の
向
上
」
を
図
る
と

し
て
い
る
。

私
た
ち
は
二
〇
〇
六
年
に
「
名
古
屋

と
観
光
」
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
た
。
当
初
の
ね
ら
い
は
、
総

合
科
目
「
名
古
屋
と
観
光
」
の
講
義
を

準
備
す
る
た
め
に
調
査
研
究
を
す
す

め
、
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
に

つ
い
て
問
題
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
本
学
特
別
奨
励
研
究
に
採
択
さ
れ
、

二
〇
〇
七
年
三
月
に
は
『
名
古
屋
の
歴

史
・
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
』
を

刊
行
し
、
講
義
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用

し
た
。
ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研

究
代
表
者
が
名
古
屋
市
観
光
戦
略
研
究

会
座
長
を
務
め
、
先
に
紹
介
し
た
観
光

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
関
与
し
た
。

総
合
科
目
「
名
古
屋
と
観
光
」
は
、
講

義
開
始
か
ら
六
年
が
経
過
す
る
。
講
義

は
観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
起
す
る

「
歴
史
観
光
」
と
「
都
市
観
光
」
と
い

う
二
つ
の
観
光
が
軸
に
な
っ
て
展
開
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

で
は
、
二
〇
一
一
年
度
の
講
義
の
概
要

を
紹
介
し
た
い
。
一
五
回
の
講
義
は
下

記
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
．
プ
ロ
ロ
ー
グ
・
名
古
屋
の
こ
と
ば

　
山
田　
明
・
成
田
徹
男 

二
．
名
古
屋
の
歴
史 

吉
田
一
彦 

三
．　
　

 

〃 　
　
　
　
　

 　
〃

四
．
名
古
屋
の
文
化 

 

谷
口
幸
代 

五
．　
　

 

〃 　
　
　
　
　

 　
〃

六
．
名
古
屋
の
こ
と
ば 

成
田
徹
男 

七
．
明
治
・
大
正
・
昭
和 

絵
葉
書
に
み

る
名
古
屋
の
観
光

名
古
屋
市
博
物
館
・
井
上
義
博
学
芸
員

八
．
名
古
屋
の
伝
統 

阪
井
芳
貴 

九
．　
　

 

〃 　
　
　
　
　

 　
〃

一
〇
．
映
像
か
ら
名
古
屋
を
考
え
る

 

山
田　
明

一
一
．
観
光
か
ら
み
た
名
古
屋

 
 

須
田　
寛

一
二
．
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
「
新

し
い
観
光
」

 

須
田　
寛 

一
三
．
名
古
屋
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

 
 

山
田　
明 

一
四
．　
　

 

〃 　
　
　
　
　

 　
〃

一
五
．
フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

今
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
名
古

屋
博
物
館
の
井
上
義
博
学
芸
員
に
よ

る
「
明
治
・
大
正
・
昭
和 

絵
葉
書
に

み
る
名
古
屋
の
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
特
別
講
義
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
阪
井
研
究
所
長
を
中
心
に
名
古
屋

市
博
物
館
と
の
連
携
事
業
が
推
進
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
成
果
を
講
義
に
生
か

す
こ
と
が
で
き
た
。
井
上
学
芸
員
は

『
名
古
屋
絵
は
が
き
物
語
』（
風
媒
社
、

二
〇
〇
九
年
）
の
著
者
で
あ
り
、
名
古

屋
の
歴
史
・
民
俗
に
造
詣
が
深
い
。
明

治
の
時
代
か
ら
の
多
数
の
絵
葉
書
に
よ

り
、
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
を

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
紹
介
し
た
講
義
は
好
評

で
あ
っ
た
。

そ
れ
と
Ｊ
Ｒ
東
海
相
談
役
の
須
田
寛

先
生
の
講
義
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き

た
い
。
講
義
開
始
か
ら
六
年
連
続
の
講

義
で
あ
る
が
、
毎
回
聞
い
て
い
て
も
示

唆
を
富
む
こ
と
が
多
く
、
今
回
も
受
講

生
か
ら
大
好
評
で
あ
っ
た
。
熱
田
神
宮

を
は
じ
め
と
し
た
名
古
屋
の
歴
史
か
ら

始
ま
っ
て
、
今
回
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
ま
で
、
い
つ
も
な
が
ら
多
岐
に
わ
た

る
話
題
満
載
で
あ
る
。
最
終
回
の
「
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
配
布
し

た
資
料
に
、
読
売
新
聞
二
〇
一
一
年
四

月
二
二
日
付
に
掲
載
さ
れ
た
須
田
先
生

の
発
言
を
紹
介
し
て
お
い
た
。
東
日
本

大
震
災
で
観
光
ど
こ
ろ
で
な
い
と
の
質

問
に
対
し
て
、
須
田
先
生
は
次
の
よ
う

に
答
え
て
い
る
。「
観
光
は
、
派
手
で

大
騒
ぎ
す
る
だ
け
の
も
の
と
い
う
考
え

は
誤
り
だ
。
観
光
は
『
地
域
の
優
れ
た

も
の
を
心
を
こ
め
て
見
る
』
こ
と
で
、

人
々
の
交
流
を
促
進
す
る
文
化
活
動

だ
。」須

田
先
生
が
毎
回
の
講
義
で
強
調
さ

れ
る「
観
光
の
こ
こ
ろ
」を
胸
に
し
て
、

名
古
屋
の
観
光
の
調
査
研
究
と
講
義
を

今
後
も
す
す
め
て
い
き
た
い
。
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
・
研
究
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
報
告

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

「
フ
ロ
イ
ト
と
独
文
学
」

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科　

土（
つ
ち
や
・
ま
さ
ひ
こ
）

屋
勝
彦

研
究
構
成
員

土
屋
勝
彦
、
鈴
木
國
文
（
名
古
屋
大
学

医
学
部
教
授
、
精
神
病
理
学
）、
中
川

佳
英
（
富
山
県
立
大
学
教
授
）、
山
口

庸
子
（
名
古
屋
大
学
准
教
授
）
亀
井
一

（
大
阪
教
育
大
学
准
教
授
）、
河
津
邦
喜

（
東
海
地
区
諸
大
学
非
常
勤
講
師
、
フ

ラ
ン
ス
現
代
思
想
）、須
藤
勲
、山
尾
涼
、

福
岡
麻
子
、
鶴
田
涼
子
（
以
上
、
す
べ

て
東
海
地
区
諸
大
学
非
常
勤
講
師
）

研
究
概
要

メ
ン
バ
ー
の
半
数
以
上
は
す
で
に

「
ド
イ
ツ
現
代
文
化
研
究
会
」
に
お
い

て
下
記
の
題
目
に
て
報
告
し
、
本
誌
前

号
の
研
究
会
報
告
で
そ
の
概
要
を
紹
介

し
た
。（『
人
間
文
化
研
究
所
年
報
』
六

号
参
照
）

山
尾　
涼

「
フ
ロ
イ
ト
『
あ
る
幻
想
の
未
来
』

に
つ
い
て
」

須
藤　
勲

「
カ
フ
カ
の
『
訴
訟
』
に
お
け
る
「
書

か
れ
た
も
の
」
と
「
書
く
こ
と
」」

鶴
田
涼
子

「
小
説
の
起
源
と
し
て
の
〈
家
族
小

説
〉
と
メ
ル
ヒ
ェ
ン
―
フ
ロ
イ
ト
の

論
考D

er Fam
ilienrom

an der 
N

eurotiker （
１
９
０
９
年
） 

を
手

が
か
り
と
し
て
」

福
岡
麻
子

「
イ
ェ
リ
ネ
ク
に
お
け
る
過
去
の
問

題
の
仕
方
―
フ
ロ
イ
ト
の
「
隠
蔽
記

憶
」
に
照
ら
し
て
」

中
川
佳
英
氏

「
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
親
和
力
論
』

（
１
９
２
５
）
と
フ
ロ
イ
ト
」

し
た
が
っ
て
今
回
は
、
右
記
以
外
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
報
告
概
要
を
紹
介
す

る
。

鈴
木
國
文

「
フ
ロ
イ
ト
著
作
の
三
つ
の
側
面
と

ラ
カ
ン
」

①
フ
ロ
イ
ト
の
年
代
別
の
思
考
の
傾

向　
②
メ
タ
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー　
③
神
経

症
理
論　
④
文
化
論
の
位
置
づ
け　
⑤

フ
ロ
イ
ト
理
論
の
そ
の
後
の
伝
わ
り
方

と
い
う
構
成
で
の
報
告
は
、
フ
ロ
イ
ト

研
究
会
の
導
入
に
相
応
し
く
明
快
か
つ

啓
発
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
イ
ト

の
活
動
時
期
を
神
経
学
者
と
し
て
の
初

期
、
精
神
分
析
医
と
し
て
の
中
期
、
メ

タ
サ
イ
コ
ロ
ジ
ス
ト
と
し
て
の
後
期
に

分
け
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
時
期
に

当
た
る
一
九
一
三
年
以
降
メ
タ
サ
イ
コ

ロ
ジ
ー
（
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
、
欲
動
、
無

意
識
、
快
感
原
則
、
自
我
を
テ
ー
マ
と

す
る
）
に
取
り
組
ん
で
か
ら
、
文
化
論

を
書
き
始
め
て
い
く
と
い
う
フ
ロ
イ
ト

の
問
題
意
識
の
形
成
過
程
が
明
快
に
提

示
さ
れ
た
。
一
九
一
三
年
の
『
ト
ー
テ

ム
と
タ
ブ
ー
』
が
文
化
論
を
読
む
う
え

で
前
提
と
な
る
重
要
著
作
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
最
後
に
紹
介
さ
れ
た
フ
ロ

イ
ト
理
論
、
つ
ま
り
外
的
対
象
を
自
我

理
想
に
し
て
い
く
「
惚
れ
込
み
」
過
程

に
よ
っ
て
生
ず
る
自
我
同
一
性
形
成
の

問
題
は
、
宗
教
団
体
や
ク
ラ
ブ
の
よ
う

な
集
団
「
妄
想
」
形
成
原
理
と
し
て
の

心
的
機
制
を
う
ま
く
説
明
で
き
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

河
津
邦
喜

「
カ
フ
カ
論
に
お
け
る
ジ
ル
・
ド
ゥ

ル
ー
ズ
の
フ
ロ
イ
ト
批
判
―
日
本
に

お
け
る
文
学
研
究
と
フ
ロ
イ
ト
」

ま
ず
広
範
囲
の
観
点
か
ら
フ
ロ
イ
ト

の
日
本
に
お
け
る
受
容
を
跡
付
け
そ
の

意
味
を
探
る
。
フ
ロ
イ
ト
が
戦
後
日
本

に
与
え
た
影
響
と
し
て
、
西
洋
人
と
日

本
人
と
の
精
神
的
相
違
を
説
明
す
る
図

式
を
提
供
し
、
文
学
研
究
に
お
い
て
柄

谷
行
人
、
浅
田
彰
、
蓮
見
重
彦
た
ち
が

明
治
以
後
の
日
本
文
学
に
対
し
て
「
エ

デ
ィ
プ
ス
期
に
母
な
る
自
然
を
喪
失
し

父
な
る
超
越
的
法
の
前
に
挫
折
す
る
と

い
う
あ
る
種
の
ト
ラ
ウ
マ
体
験
に
よ
っ

て
こ
そ
個
人
は
主
体
化
す
る
」
と
い
う

フ
ロ
イ
ト
理
論
を
援
用
し
た
。
フ
ロ
イ

ト
の
『
性
欲
論
』
は
、「
人
間
は
本
能

が
壊
れ
て
お
り
、
幼
児
期
に
お
い
て

『
多
形
倒
錯
』
し
て
お
り
、
社
会
化
に

よ
り
異
性
愛
へ
の
囲
い
込
ま
れ
る
だ
け

で
、
無
意
識
の
領
域
に
残
り
続
け
、
ふ

い
に
表
出
す
る
」
と
い
う
理
論
を
考
え

さ
せ
、
現
代
思
想
や
文
学
芸
術
に
影
響

を
与
え
た
。
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
多
形
倒
錯

や
祝
祭
的
革
命
に
よ
る
ア
ナ
ー
キ
ー
な

状
態
は
、
暗
黒
で
は
な
く
、
分
子
レ
ベ

ル
の
多
様
な
秩
序
が
交
替
し
続
け
る
状

態
だ
と
す
る
。
フ
ロ
イ
ト
が
戦
後
の
日

本
思
想
や
芸
術
研
究
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
は
、
既
存
の
社
会
文
化
へ
の

ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
判
に
な
り
え
た
と
い
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う
背
景
が
あ
る
。
そ
の
例
を
ニ
ー
チ
ェ

や
フ
ロ
イ
ト
か
ら
着
想
を
得
た
吉
本
隆

明
の
評
論
活
動
に
見
い
だ
せ
る
。
し
か

し
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
そ
う
し
た
「
ラ

デ
ィ
カ
ル
な
批
判
」
が
可
能
で
あ
っ
た

時
代
か
ら
、
新
し
い
制
度
を
設
計
す
る

英
米
系
の
「
政
策
提
言
の
時
代
」
に
入

り
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
想
家
た
ち
も

英
米
系
の
政
治
哲
学
に
関
心
が
向
か
っ

て
い
く
。
仲
正
昌
樹
や
大
澤
真
幸
な
ど

の
「
変
異
」
も
そ
の
文
脈
で
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
フ
ロ
イ
ト

思
想
の
影
響
力
は
こ
う
し
た
ポ
ス
ト
モ

ダ
ン
時
代
に
終
わ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
し
か
し
デ
リ
ダ
や
フ
ー
コ
ー
の
思

想
が
社
会
変
革
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
マ
イ
ナ
ー

文
学
論
や
『
ア
ン
チ
・
オ
イ
デ
ィ
プ
ス

論
』
の
多
様
体
論
が
、
ネ
グ
リ
と
ハ
ー

ト
の
『
マ
ル
テ
ィ
チ
ュ
ー
ド
』
の
社
会

政
策
的
な
提
言
に
つ
な
が
っ
た
。
日
本

の
フ
ロ
イ
ト
理
論
援
用
に
欠
け
て
い
た

の
は
、
こ
の
ド
ゥ
ル
ー
ズ
的
な
ラ
デ
ィ

カ
リ
ズ
ム
と
一
九
九
〇
年
以
降
の
社
会

状
況
の
変
化
と
和
解
さ
せ
る
た
め
の
理

論
的
営
為
で
は
な
か
っ
た
か
。
ア
メ
リ

カ
で
は
、
す
で
に
心
理
療
法
や
心
理
学

で
も
オ
カ
ル
ト
学
と
見
な
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
退
潮
し
た
フ
ロ
イ
ト
理
論
で
あ
る

が
、そ
れ
は
ジ
ョ
ン・ロ
ー
ル
ズ
や
ド
ゥ

ウ
ォ
ー
キ
ン
ら
の
現
実
路
線
に
重
要
性

を
見
出
し
た
か
ら
で
あ
り
、
日
本
で
も

危
機
感
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
政
治
哲
学
に

向
か
っ
て
い
っ
た
。

以
下
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
議
論
と

し
て
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
の
い
う
モ
ル
的
な

レ
ベ
ル
と
分
子
的
な
レ
ベ
ル
の
差
異
に

つ
い
て
、
分
子
的
多
様
体
に
つ
い
て
、

領
域
化
と
再
領
域
化
に
つ
い
て
、
マ
ゾ

ヒ
ズ
ム
の
社
会
的
止
揚
と
は
、
な
ど

種
々
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。

亀
井　
一

「
フ
ロ
イ
ト
の
『
機
知
論
』」（
テ
ク

ス
ト
は
、『
フ
ロ
イ
ト
著
作
集
』
第

四
巻
（
人
文
書
院
）　

二
三
七
―

四
二
一
頁
「
機
知
―
そ
の
無
意
識
と

の
関
係
」）

フ
ロ
イ
ト
の
「
機
知
論
」
は
、
当
時

彼
自
ら
集
め
た
ユ
ダ
ヤ
・
ジ
ョ
ー
ク
集

な
ど
を
も
と
に
、
機
知
の
方
法
、
機
知

の
諸
傾
向
、
快
感
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
機

知
の
心
因
、
機
知
の
動
因
、
社
会
的
過

程
と
し
て
の
機
知
、
機
知
と
夢
お
よ
び

無
意
識
と
の
関
係
、
機
知
お
よ
び
滑
稽

な
も
の
の
諸
種
と
い
う
、
大
き
な
括
り

で
分
析
さ
れ
て
い
る
一
九
〇
五
年
の
論

文
で
あ
る
が
、関
係
す
る
邦
訳
文
献
は
、

サ
ラ
・
コ
フ
マ
ン
の
『
人
は
な
ぜ
笑
う

の
か
？
フ
ロ
イ
ト
と
機
知
』（
人
文
書

院
、一
九
九
八
年
）
く
ら
い
し
か
な
い
。

具
体
的
な
機
知
の
例
を
読
む
だ
け
で
も

面
白
い
が
、
最
後
の
結
論
と
し
て
提
示

さ
れ
る
機
知
、
滑
稽
、
ユ
ー
モ
ア
の
快

感
が
生
ま
れ
る
主
因
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
「
節
約
さ
れ
た
抑
制
の
消
費
」「
節

約
さ
れ
た
表
象
の
消
費
」「
節
約
さ
れ

た
感
情
の
消
費
」
か
ら
生
ま
れ
る
と
す

る
抽
象
的
な
テ
ー
ゼ
と
な
っ
て
お
り
、

む
し
ろ
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る

も
の
が
、
失
わ
れ
た
「
子
供
時
代
の
幸

福
感
の
再
獲
得
」
だ
と
い
う
結
論
の
ほ

う
は
、
な
か
な
か
説
得
力
が
あ
る
。
フ

ロ
イ
ト
の
論
述
は
、
具
体
例
か
ら
出
発

し
、
機
知
の
本
源
的
な
特
徴
を
抽
出
し

な
が
ら
、
細
部
に
踏
み
込
み
、
反
例
を

挙
げ
て
修
正
し
つ
つ
、
仮
説
を
論
証
し

修
正
し
て
い
く
と
い
う
循
環
的
な
い
し

演
繹
的
な
手
法
の
よ
う
で
あ
る
。
機
知

の
成
立
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

モ
デ
ル
は
、
話
し
手
と
聞
き
手
、
事

柄
、
そ
れ
に
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
社
会
的

文
化
的
背
景
）
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る

が
、
機
知
が
対
話
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
同

士
の
範
囲
内
で
成
立
す
る
の
か
、
第
三

者
の
観
察
者
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
か

な
ど
、
視
点
を
広
げ
る
と
さ
ら
に
興
味

深
い
問
題
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
ハ
イ
ネ
や
ジ
ャ
ン
・
パ
ウ

ル
、
リ
ヒ
テ
ン
ベ
ル
ク
ら
の
機
知
か
ら

ベ
ル
グ
ソ
ン
の
『
笑
い
』
ま
で
を
論
じ

た
「
機
知
論
」
に
触
れ
る
こ
と
は
啓
発

的
で
あ
っ
た
。
フ
ロ
イ
ト
は
こ
の
後
さ

ら
に
発
展
さ
せ
て
、一
九
〇
八
年
に「
詩

人
と
空
想
す
る
こ
と
」
と
い
う
面
白
い

論
文
を
書
い
て
い
る
。

神
田
和
恵
（
福
井
大
学
非
常
勤
講
師
）

フ
ロ
イ
ト
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と

父
親
殺
し
」
に
つ
い
て

本
報
告
で
は
、
フ
ロ
イ
ト
が
ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー
の
人
格
を
詩
人
、
神
経
症

患
者
、
道
徳
家
、
罪
人
と
い
う
四
つ
の

側
面
か
ら
検
討
し
、
と
り
わ
け
神
経
症

患
者
と
し
て
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を

心
因
性
の
癲
癇
症
だ
と
推
定
し
、
父
親

へ
の
憎
悪
と
愛
情
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン

ト
な
も
の
が
合
わ
さ
っ
て
父
親
へ
の
同

一
視
が
起
こ
る
と
す
る
。
そ
の
場
合
、

父
殺
し
の
願
望
か
ら
罰
と
し
て
の
去
勢

不
安
、
願
望
放
棄
と
い
う
方
向
や
、
無

意
識
の
う
ち
に
願
望
残
存
か
ら
罪
悪
感

と
い
う
方
向
が
正
常
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
雌
雄
両
性
的
性
格
の
場
合
に
は
、

去
勢
不
安
か
ら
母
親
へ
の
同
一
視
、
父

親
の
愛
を
受
け
る
代
償
と
し
て
の
去
勢

が
見
ら
れ
、
そ
れ
を
病
的
と
し
、
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
こ
の
例
だ
と
推
論
し

て
い
る
。
そ
し
て
自
我
と
超
自
我
（
罪

意
識
）
の
関
係
や
、
父
殺
し
の
モ
チ
ー

フ
を
持
つ
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
『
エ
デ
ィ
プ

ス
王
』、シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
『
ハ
ム
レ
ッ

ト
』、ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
カ
ラ
マ
ー

ゾ
フ
の
兄
弟
』
に
触
れ
、
犯
人
と
自
己

と
の
同
一
視
や
自
己
愛
を
論
じ
、
ド
ス

ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
賭
博
癖
が
罪
悪
感
の



56

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
・
研
究
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
講
演
会
報
告

代
理
、
自
己
懲
罰
の
方
法
で
あ
る
と

し
、
そ
の
例
と
し
て
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
『
あ

る
婦
人
の
生
活
か
ら
の
24
時
間
』
を
挙

げ
、
幼
年
時
代
の
自
慰
衝
動
の
表
れ
だ

と
解
釈
す
る
。
そ
の
後
の
議
論
と
し
て

は
、
家
父
長
制
を
前
提
と
す
る
エ
デ
ィ

プ
ス
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
母
性
的
社
会

（
歴
史
的
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
さ

れ
る
）
あ
る
い
は
母
性
原
理
の
関
係
は

ど
う
か
、
一
神
教
と
多
神
教
の
関
係
、

父
殺
し
の
日
本
文
学
に
お
け
る
例
は
ど

う
か
、
等
々
様
々
な
疑
問
が
出
さ
れ
活

発
に
意
見
交
換
し
た
。

山
口
庸
子

「
フ
ロ
イ
ト
の
『
無
気
味
な
る
も
の
』

に
つ
い
て
」　

heim
lich

（
慣
れ
親
し
ん
だ
、
密

や
か
な
）
とunheim

lich

（
無
気
味

な
）
の
語
源
的
探
求
に
始
ま
り
、
事
例

研
究
と
し
て
の
ホ
フ
マ
ン
の
『
砂
男
』

と『
悪
魔
の
霊
液
』の
分
析
に
進
み
、「
抑

圧
さ
れ
た
も
の
」を「
不
気
味
な
も
の
」

た
ら
し
め
る
他
の
用
件
、
体
験
と
文
学

の
区
別
と
い
う
項
目
に
分
け
て
、
フ
ロ

イ
ト
の
当
該
論
文
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ

た
。
さ
ら
に
キ
ッ
ト
ラ
ー
の
『
我
ら
の

自
我
の
幻
想
と
文
学
心
理
学
』
の
紹
介

の
あ
と
、
独
自
に
ホ
フ
マ
ン
『
砂
男
』

の
作
品
解
釈
に
進
む
と
い
う
構
成
で
あ

り
、
明
確
な
論
理
構
成
と
問
題
意
識
に

よ
っ
て
啓
発
さ
れ
様
々
な
議
論
を
呼
び

起
こ
し
た
有
益
な
報
告
で
あ
っ
た
。

付
言
す
れ
ば
、人
文
書
院
発
行
の『
フ

ロ
イ
ト
著
作
集
』
第
三
巻
に
は
、文
化・

芸
術
論
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
独
文

学
と
の
関
連
で
最
も
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
がE.T.A

.

ホ
フ
マ
ン
の
『
砂

男
』
を
論
じ
た
本
論
文
「
無
気
味
な
る

も
の
」
で
あ
る
。
こ
のunheim

lich

と
い
う
概
念
が heim

lich

と
い
う
概

念
の
反
意
語
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

語
源
的
に
は
後
者
の
概
念
に
含
ま
れ
る

両
義
性
を
も
つ
概
念
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、「
無
気
味
な
る
も
の
」
が
実
は

抑
圧
さ
れ
た
「
親
し
み
な
れ
た
も
の
」

か
ら
由
来
す
る
こ
と
を
実
証
し
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、『
砂
男
』
論

に
進
み
、
主
人
公
ナ
タ
ー
ニ
エ
ル
の
幼

年
時
の
恐
ろ
し
い
「
砂
男
」
体
験
や
、

父
親
の
死
、
弁
護
士
コ
ッ
ペ
リ
ウ
ス
、

自
動
人
形
オ
リ
ン
ピ
ア
と
の
関
係
、
と

く
に
そ
の
ド
ッ
ペ
ル
ゲ
ン
ガ
ー（
分
身
）

的
な
諸
要
素
が
分
析
さ
れ
、
恐
怖
が
実

は
自
己
抑
圧
し
た
も
の
か
ら
由
来
す
る

こ
と
を
フ
ロ
イ
ト
は
実
証
し
て
い
る
。

以
上
、
各
報
告
概
要
を
述
べ
た
が
、

「
フ
ロ
イ
ト
と
独
文
学
」
を
中
心
と
し

な
が
ら
も
、
ラ
カ
ン
へ
の
影
響
や
日
本

の
思
想
に
お
け
る
フ
ロ
イ
ト
受
容
の
問

題
、
機
知
論
、
ロ
シ
ア
文
学
な
ど
、
主

題
は
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
報
告

を
ま
と
め
た
論
集
の
出
版
に
関
し
て

は
、
い
く
つ
か
の
出
版
社
と
交
渉
中
で

あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
日
本
学
術

振
興
会
の
研
究
成
果
公
開
促
進
費
に
応

募
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。




